
授業紹介 言語文化総合演習Ⅷ　　必修科目／野村幸一郎 教授

▶国際的な視点から日本文化を捉え
直し、グローバルな教養を育てること
を目的としています。全14回の授業
では、海外から評価を受け、学生の
日常生活にも根付く人気のアニメや
マンガなどを中心に作品を考察。海
外の価値観と照らし合わせながら表
現方法や秘められたテーマを読み解
くことで、幅広い見識や批評する力
を高めていきます。

▶グローバルな視点に触れること
で、日本独自の考え方を理解し、自
身の固定観念を突破する力も格段に
高まります。豊かな人間性や知識を
育む学びの中で、これまでとは異な
るフレームで世の中を見つめられる
学生の輩出をめざしています。リベラ
ルアーツを身につけた人材が求めら
れる今こそ、その教養が社会でいき
る大きな力になると考えています。

▶グローバルな視点をリアルに学ぶ
ため、留学生と共に実施する授業も
取り入れています。2025年以降は、
より留学生と連携する機会を増やし、
海外と日本の学生が互いに学び合
う、ラーニングアシスタント制度を導
入していきます。文化や価値観の違
いを学び合うことで、日本的な文化
や価値観をしっかりと捉え、自然と国
際的な視点を育てます。

日本語日本文学コース

・芥川龍之介『羅生門』論 〜人間の本質と「羅生門」の世界〜
・『鴨川ホルモー』における「ゆるさ」

国際日本文化コース

・K-POPにおける日本語と韓国語の歌詞比較　
・押井守『イノセンス』論 〜現代人の象徴としてのバトー〜

書道コース

漢字作品 ・『王維詩』
・『杜甫詩』

かな作品 ・『万葉集』
・『百人一首』

TACHIBANA ST YLE

学びの特長 日本語日本文学科

「日本語日本文学コース」では、文豪や現代作家の作品が、「国
際日本文化コース」ではK-POPやアニメ作品などが卒業研究
のテーマに。「書道コース」の卒業研究では、著名な作品の中
から漢字とかな作品を1 点ずつ制作します。

文学からK-POPまで
趣向にあったテーマで学びを深める

国際的な視点から文化を見つめ
国内外で活躍できる人材に

「国際日本文化コース」で
は、国内のポップカルチャー
やサブカルチャー分野を海
外の視点から見つめ、日本
文化の価値を探究していき
ます。国際的な視野を磨くこ
とで、海外でも活躍できる
人材を養成します。

公務員をめざす学生をサポートするため、1 回生時には就職
試験や公務員試験の対策講座である「たちばなアカデミー」
を開講し、２回生から公務員試験対策講座を実施。その他、
地方自治体と連携した就職支援も行っています。

実践的な講座で
公務員になる夢を力強くサポート

外国の方に日本語を教える日本語教育にも力を入れていま
す。2023 年度からは、日本語教員の資格取得に必要な科目
を、学科の専門教育として取得できるようになりました。

日本語教員の進路に必要な科目を
専門教育として学習
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図書館は、一般図書や専門書、雑誌など、30 万冊以上の蔵
書を誇ります。教育、女性学、東洋史研究に関する充実した
資料も数多く、学部の学びを越えた知見を修得できます。

30万冊以上の蔵書で
枠を越えた知見を養う

文化や伝統が息づく京都の立地をいかし、街、神社仏閣、商業
施設、美術館など、多彩な場所でフィールドワークを行っていま
す。京都の魅力を間近に感じることで、より学びを深められます。

見学先 科目名

白峯神宮・晴明神社・一条戻橋・
大将軍八神社・北野天満宮

「言語文化総合演習Ⅰ」
「言語文化総合演習Ⅴ」

琵琶湖疏水と周辺施設 「言語文化総合演習Ⅱ」
「言語文化総合演習Ⅵ」

平安神宮・京都府立図書館 「言語文化総合演習Ⅱ」
「言語文化総合演習Ⅵ」

京都市京セラ美術館 「書法Ⅱ」「書法Ⅵ」
その他、多数実施

京都の文化や伝統を
肌で感じながら学ぶ

［フィールドワーク2023年度実績］

KYOTO TACHIBANA UNIVERSITY 2025 023

文
学
部

日
本
語
日
本
文
学
科

022 KYOTO TACHIBANA UNIVERSITY  2025

※共通教育科目は必修科目のみ記載。 カリキュラムは 2025 年度の内容（予定）です。
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必修科目 研究入門ゼミⅠ・Ⅱ
言語文化総合演習Ⅰ〜Ⅳ

基礎演習Ⅰ・Ⅱ
言語文化総合演習Ⅴ〜Ⅷ

日本語日本文学演習Ⅰ・Ⅱ 日本語日本文学演習Ⅲ・Ⅳ
卒業研究

選択必修科目

日本語学概説Ⅰ・Ⅱ
日本文学史Ⅰ・Ⅱ
国際日本文化講義Ⅰ・Ⅱ
中学書写Ⅰ・Ⅱ
漢文学Ⅰ・Ⅱ
日本史概説Ⅰ・Ⅱ
民俗学

日本美術史Ⅰ・Ⅱ
東洋美術史
日本語教授法Ⅰ・Ⅱ
京都の歴史と文化遺産
日本文化演習Ⅰ・Ⅱ
京都産業文化論Ⅰ■

日本語学講義Ⅰ・Ⅱ（日本語文法）
日本語学講義Ⅲ（社会言語学）
日本語学講義Ⅳ（日本語史）
古典文学講義Ⅰ・Ⅱ（平安）
古典文学講義Ⅲ・Ⅳ（中近世）
京都産業文化論Ⅱ■
近現代文学講義Ⅰ〜Ⅳ
日本語教授法Ⅲ・Ⅳ

文芸創作演習
アナウンス技術演習Ⅰ・Ⅱ
日本女性史特講Ⅰ・Ⅱ
古都の歴史と文化
サブカルチャー研究Ⅰ・Ⅱ
アニメと文化Ⅰ・Ⅱ
文化交流史
古都学Ⅰ

日本語教授法Ⅴ・Ⅵ
木簡金石文学
古都学Ⅱ　京都総合演習■
MANGA論
ゲーム文化論
デジタルメディア制作演習
マンガ・アニメ制作演習

日本語教材研究
日本語教育実習
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必修科目 研究入門ゼミⅠ・Ⅱ
言語文化総合演習Ⅰ〜Ⅳ

基礎演習Ⅰ・Ⅱ
言語文化総合演習Ⅴ〜Ⅷ

日本語日本文学演習Ⅰ・Ⅱ 日本語日本文学演習Ⅲ・Ⅳ
卒業研究

選択必修科目

国際日本文化講義Ⅰ・Ⅱ
日本語教授法Ⅰ・Ⅱ
日本語学概説Ⅰ・Ⅱ
日本文学史Ⅰ・Ⅱ
日本文化演習Ⅰ・Ⅱ
京都産業文化論Ⅰ■
京都の歴史と文化遺産

中学書写Ⅰ・Ⅱ
漢文学Ⅰ・Ⅱ
日本史概説Ⅰ・Ⅱ
民俗学
日本美術史Ⅰ・Ⅱ
東洋美術史

サブカルチャー研究Ⅰ・Ⅱ
アニメと文化Ⅰ・Ⅱ
文化交流史
京都産業文化論Ⅱ■
古都学Ⅰ
日本女性史特講Ⅰ・Ⅱ
古都の歴史と文化
古典文学講義Ⅰ・Ⅱ（平安）

古典文学講義Ⅲ・Ⅳ（中近世）
近現代文学講義Ⅰ〜Ⅳ
文芸創作演習
日本語学講義Ⅰ・Ⅱ（日本語文法）
日本語学講義Ⅲ（社会言語学）
日本語学講義Ⅳ（日本語史）
日本語教授法Ⅲ・Ⅳ
アナウンス技術演習Ⅰ・Ⅱ

MANGA論
デジタルメディア制作演習
ゲーム文化論
マンガ・アニメ制作演習
京都総合演習■　古都学Ⅱ
木簡金石文学
日本語教授法Ⅴ・Ⅵ

日本語教材研究
日本語教育実習

書
道
コ
ー
ス

必修科目 研究入門ゼミⅠ・Ⅱ
言語文化総合演習Ⅲ・Ⅳ

漢字古典研究Ⅰ・Ⅱ
かな古典研究Ⅰ・Ⅱ

書法Ⅴ〜Ⅷ 作品研究Ⅰ〜Ⅳ
卒業研究

選択必修科目

篆刻Ⅰ・Ⅱ
日本語学概説Ⅰ・Ⅱ
日本文学史Ⅰ・Ⅱ
国際日本文化講義Ⅰ・Ⅱ
中学書写Ⅰ・Ⅱ
漢文学Ⅰ・Ⅱ
日本史概説Ⅰ・Ⅱ
民俗学
日本美術史Ⅰ・Ⅱ
東洋美術史

京都産業文化論Ⅰ■
日本文化演習Ⅰ・Ⅱ
日本語教授法Ⅰ・Ⅱ
京都の歴史と文化遺産

書論・鑑賞I・II
日本語学講義Ⅰ・Ⅱ（日本語文法）
日本語学講義Ⅲ（社会言語学）
日本語学講義Ⅳ（日本語史）
近現代文学講義Ⅰ〜Ⅳ
日本語教授法Ⅲ・Ⅳ
日本女性史特講Ⅰ・Ⅱ
中国書道史
日本書道史
古典文学講義Ⅰ・Ⅱ（平安）

古典文学講義Ⅲ・Ⅳ（中近世）
文芸創作演習
アナウンス技術演習Ⅰ・Ⅱ
サブカルチャー研究Ⅰ・Ⅱ
アニメと文化Ⅰ・Ⅱ
京都産業文化論Ⅱ■
古都の歴史と文化
文化交流史
古都学Ⅰ

日本語教授法Ⅴ・Ⅵ
京都総合演習■
古都学Ⅱ
書論特講a〜 d
現代書研究Ⅰ・Ⅱ
MANGA論
デジタルメディア制作演習
ゲーム文化論
マンガ・アニメ制作演習
木簡金石文学

日本語教材研究
日本語教育実習

3コース共通 選択必修科目
クロスオーバー科目群

プログラミング演習Ⅰ・Ⅱ 観光学　コンテンツ産業論　
文化経済論　広告とメディア
知的財産マネジメント

共
通
教
育
科
目

たちばなSeeds たちばなBasisⅠ・Ⅱ　　ＩＴリテラシー　　データサイエンス基礎

多文化交流科目群 英語ⅠA・ⅠB
英語ⅡA・ⅡB

2回生 3回生 4回生

書法Ⅰ〜Ⅳ

■京都プログラム科目

■ 1回生


